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学校地域連携推進課

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第1回学校運営協議会の前に、学校運営協議会について説明いたします。初めての方はもちろん継続の方も　確認の意味で　聞いていただければと思います。



学校運営協議会
とは
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学校と地域住民等が力を合わせて学校

の運営に取り組むことが可能となる

「地域とともにある学校」

への転換を図るための有効な仕組み

家庭 ‐ 学校 ‐ 地域

連携・協働して人づくり

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
学校運営協議会とは保護者や地域人材が学校と力を合わせて　学校運営に取り組み　子どもたちの成長をサポートする　仕組みのことをいいます。



学校運営協議会
なぜ必要？

教育改革 ・ 地方創生等

学校と地域の連携・協働の重要

社会総掛かりでの教育の実現

学校運営に地域の声を積極的に生かす

地域と一体となって特色ある学校づくり

学校運営協議会
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子供たちを取り巻く環境 学校が抱える課題

多様化 複雑化

児童虐待の増加 貧困問題の深刻化 いじめ

不登校 Society5.0 グローバル化

子供たちの規範意識や社会性等の課題

地域社会のつながりや支え合いの希薄化

複雑化・多様化した学校の課題に伴う教職員の勤務負担

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、なぜ、今そのような仕組みが必要なのでしょうか？子どもたちを取り巻く環境　や　学校が抱える課題　の　多様化　複雑化　が進んでおります。教育改革や地方創生の観点からも　学校と地域の連携・協働の重要性が指摘されています。未来を担う子供たちの豊かな成長のためには、 社会総掛かりでの教育の実現が不可欠とされており学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことが重要となります。その協議の場となるのが学校運営協議会です。



学校運営協議会
の運営と機能

【学校運営協議会の主な４つの機能】

○ 校長が作成する学校運営の基本方針を承認(必須)

○ 学校運営について意見を述べることができる(任意)

○ 教職員の任用に関して意見を述べることができる

(任意)

〇 学校関係者評価をおこなう(必須)
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【開催】

〇年間回数 ３～５ 回

〇会議時間 １～２時間

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、その運営と機能について説明します開催は年間３～5回で　　一回の会議で、１～２時間ほどの学校が多いです。主な機能は4つありその１つ目が、本日、校長先生から説明していただく「今年度の学校運営の基本方針」に対する承認です。他は以下の通りです。



学校運営協議会委員
の立場
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【報酬】 年間 ５，０００円
※市職の正規職員・児童生徒は辞退

【任期】 ２年
※学校・園ごとに２年間の任期のサイクル

【他校との兼任】
原則なし
※4号委員のみ2校まで

市川市の非常勤特別職の公務員

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆様のお立場としましては市川市の非常勤特別職となります交通費程度ではありますが、1回1000円の5回分と考えた報酬を年額でお支払いしております。---------------------------------------------------------------------------------------★必要に応じて★　・新規委員の方は　本日配布の承諾書の裏面　振込先等記入していただき　　次回の学校運営協議会の際にご提出ください。　・もし、報酬を辞退される方がおりましたら、振込先やマインバー等の情報提出は不要です。　　報酬辞退届にサインしていただきます。　・市や県の正規職員　また、生徒児童につきましては、報酬を辞退していただいております。　・再任用職員の委員の方で勤務の時間と重なってしまった場合は、職免扱いとはならないこと、ご理解をお願いいたします。---------------------------------------------------------------------------------------------------------任期は2年です。学校・園ごとに更新の年がきまっております。より多くの地域の方に参加していただくことを理由に、他の学校や幼稚園との兼任は原則認められていません。ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー★必要に応じて★例外として学識経験者のみ2校まで認めらていますが、学校運営協議会の会長となれるのは一校のみです。



学校運営協議委員

の役割
◆ 学校の良きパートナー ◆

① 「学校経営の基本方針」を理解し
「目指す子どもの姿」を学校と共有する。

② 議題に対して、立場や所属団体の視点から
何かできることがないかアイデアをだす。

③ 年間の活動を振り返り課題に対する
手立てが適切であったか評価する。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では実際に、みなさんにお願いしたいこととして３つございます。まずは、「目指す子どもの姿・目指す教育のありかた」を学校と共有していただくことです。会議で話される内容は、このゴールに向かっていくものとなります。次に、それぞれのお立場や所属から意見を伝えていただくことです。是非、忌憚のないご意見をお聞かせください。ここでポイントとなるのが、「こうあるべき」という一方的な意見にとどまらず「我々としてはこうゆうことができそうです。」　などの建設的なアイデアが協議を活性化させることが多いようです。そして年度末に、学校関係者評価をしてもらいます。「私が学校を評価するなんて恐れ多い、」と恐縮される委員の方もいらっしゃいましたが一年間　学校や幼稚園と関わってきたなかでそれぞれお気づきの点を学校や園に伝えください。課題や成果を共有することは、教育の好循環を生み出す大切な過程となります。



市川市の
学校運営協議会

現状

■学校運営協議会 (平成 31年度)

市立の小・中学校、義務教育学校、特別支援学校

幼稚園の導入率 100％

※全国公立学校の導入率 42.9％ （令和4年度）

■地域学校協働本部 (令和 2年度)

全中学校ブロック及び、義務教育学校学区に設置完了

■市川版コミュニティ・スクールの基盤整備完了

市川版コミュニティ・スクールの理念を実現させるため

次のステージへ

0７

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、学校運営協議会の現状や課題を共有させていただきます。市川市はすべての市立学校と幼稚園に学校運営協議会が設置されています。また、地域学校協働本部が、全16の中学校ブロックに設置されています。「地域学校協働活動」は地域全体で未来を担う子どもたちを支えるネットワークです。このしくみを知っていただくことも学校運委協議会の委員として大切なことではありますが本日は学校運営協議会に焦点をあてて説明をいたします。本日配付いたしまいたパンフレットに詳しいことが書かれていますので、お時間のある時に目を通してください。



◆学校運営協議会委員が選出される観点◆
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地域の団体・施設・人材など地域資源に詳しい方

よりよい地域づくりに意欲的な方

ご自身の豊富な人脈・経験・能力を活かしてくれる方

学校・幼稚園の子どもたちのことが好きな方

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日お集まりのみなさんはこの地域資源に詳しい方や豊かな経験をお持ちで地域づくりに意欲的な方々です。そしてなにより　子どもたちのことを大切に思ってくれるみなさんだからこそパートナーとして学校から推薦をあげていただいているのです。



地域人材のオールスターチーム
委員は観客ではなく、選手です

市内の園児・児童・生徒・教職員を支えるプレイヤーです
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学校運営協議会は

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここにお集まりのみなさんは、地域人材のオールスター選手と言っても良いかと思います。可能性が広がるドリームチームです。ぜひ、プレイヤーとしてこの役割を楽しんでいただけたらと思います。



市川市の
子どもたちに
力をかしてください
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ぜひ、市川の子どもたちに　力をかしてください



地域の資源が

学校運営のエネルギーに変わると

子どもたちに

なにが起きるのか

みんなで一緒に見届けましょう

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
地域の資源が　学校運営のエネルギーにかわることでどんなことが起こるのか楽しみですね。



このまち、好きかも。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これで、学校運営協議会についての説明を終わります。
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